
 　

豊
田
直
巳
監
督
か
ら
は
福
島
第
一
原
発
事
故
後

の
混
乱
、
そ
の
一
年
一
年
を
比
較
し
、
現
状
の
説

明
を
受
け
た
。
酪
農
を
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

実
情
や
耕
作
放
棄
地
に
し
な
い
た
め
の
話
し
合
い

な
ど
を
重
ね
る
が
、
故
郷
を
追
わ
れ
た
こ
と
、
放

射
能
濃
度
の
下
が
ら
な
い
環
境
に
身
を
置
く
こ
と

に
躊
躇
う
人
々
の
存
在
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

後
も
営
農
さ
れ
る
方
々
に
会
い
、「
20
年
後
の
飯
舘

村
が
見
え
た
」と
涙
ぐ
む
農
業
者
の
涙
を
、
国
は
ど

う
受
け
止
め
る
の
か
。
国
の
復
興
予
算
15
年
で
42

兆
円
。
私
た
ち
の
税
金
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。
汚

染
土
を
各
都
道
府
県
に
と
の
政
策
か
ら
、
さ
い
た
ま

市
、
仙
台
市
等
の
花
壇
に
４
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
上

の
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
汚
染
土
が
実
験
的
に
使

わ
れ
て
い
る
が
、
中
間
貯
蔵
施
設
に
あ
る
汚
染
土

総
量
は
１
４
０
０
万
ト
ン
。
計
り
知
れ
な
い
大
量
の

汚
染
物
質
が
全
国
に
ば
ら
撒
か
れ
よ
う
と
し
て
い

る
事
実
も
見
過
ご
せ
な
い
。

　　

高
い
防
潮
堤
が
海
の
景
色
を
遮
断
し
、
原
発
事

故
後
、
今
や
福
島
県
浪
江
町
浜
通
り
等
の
産
業
基

盤
を
構
築
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
福
島
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」の
拠
点
へ
。
ド
ロ
ー

ン
や
AI
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
シ
フ
ト
。
ゲ
ノ
ム
編
集
技

術
や
中
性
子
ビ
ー
ム
照
射
の
作
物
を
製
造
。
今
や

食
べ
物
は「
人
工
的
に
作
る
時
代
」注
意
が
必
要
だ
。

最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
無
機
質
な
建
物
が
立
ち

並
ぶ
少
し
横
で
は
、
積
み
あ
が
っ
た
汚
染
土
、
朽
ち

た
お
社
や
家
主
不
在
の
家
々
が
そ
の
ま
ま
手
付
か

ず
で
残
る
街
並
み
が
異
様
に
映
る
。
浪
江
町
で
生

ま
れ
育
っ
た
原
田
洋
二
さ
ん
の
言
葉「
ま
ち
は
記
憶

の
集
積
帯
」は
印
象
に
残
っ
た
。「
ま
ち
再
生
の
委
員

会
に
参
加
し
た
が
、
も
う
計
画
が
作
ら
れ
て
い
て
愕

然
と
し
た
」
と
。
コ
ン
サ
ル
に
頼
ら
ず
、
今
を
生
き

る
浪
江
町
の
人
達
自
ら
ま
ち
の
良
さ
を
継
承
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
小
さ
く
て
も
実
現
し
て
い
く
べ

き
だ
。

　

浪
江
町
の
人
口
推
移

２
０
１
１
年
人
口
：
約
２
１
５
０
０
人
、
現
在（
住

民
登
録
数
）：
約
１
４
０
０
０
人
、
居
住
者
数
：
約

２
４
０
０
人

　

展
示
物
の
削
ら
れ
た
片
鱗
が
あ
る
木
は
事
故

後
、
人
が
立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
、
木
を
餌
が
わ

り
に
し
た
牛
達
が
か
じ
っ
た
痕
。
子
牛
の
亡
骸
が
痛

ま
し
い
。
歌
人
で
あ
る
三
原
由
紀
子
さ
ん
の   

ふ
る

さ
と
は
小
分
け
に
さ
れ
て　

真
っ
黒
な
袋
の
中
で

　

燃
や
さ
れ
る
の
を
待
つ   

、
真
っ
黒
な
袋
の
中
に

故
郷
が
あ
る
ん
だ
と
、
原
発
技
術
革
新
が
先
で
は

な
い
は
ず
だ
。
帰
還
困
難
区
域
は
ま
ち
を
分
断
す

る
形
で
存
在
し
、
住
み
慣
れ
た
故
郷
を
追
わ
れ
、

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
が
居
る
こ
と

も
、
肝
に
銘
じ
た
い
。

　

飯
舘
村
に
あ
る
古
今
呂
（
こ
こ
ろ
）
の
宿
主
と
み

こ
さ
ん
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
伺
っ
た
。

　

飯
館
村
で
生
ま
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種   

い
い

た
て
雪
っ
娘
か
ぼ
ち
ゃ   

で
、
ま
ち
お
こ
し
の
活
動

を
開
始
。
女
性
が
頑
張
る
飯
舘
村
。
か
あ
ち
ゃ
ん
の

笑
顔
が
と
う
ち
ゃ
ん
を
笑
顔
に
す
る
。
人
と
人
を

繋
ぐ
の
は
食
。
誰
も
が
「
食
べ
る
」
を
通
し
て
笑
顔

で
生
き
合
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
だ
。
生
き
抜
く
の

で
は
な
く
、
生
き
合
う
世
の
中
に
な
れ
ば
、
誰
も
が

生
き
や
す
く
な
る
。
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
き
た

の
に
、
今
を
生
き
る
み
な
さ
ん
に
希
望
を
、
笑
顔

を
い
た
だ
い
た
時
間
で
し
た
。
今
後
も
現
場
の
声

を
聴
き
、
原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
と
原
発
の
終
い

方
、脱
原
発
、再
エ
ネ
、省
エ
ネ
へ
の
シ
ス
テ
ム
チ
ェ

ン
ジ
の
活
動
を
継
続
し
ま
す
。　

  （
白
石
え
つ
子
）
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る「
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
」は
、２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
発
令
以
降
、

現
在
も
解
除
さ
れ
ず
継
続
中
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
！

　
「
原
子
力  
正
し
い
理
解
で  

豊
か
な
く
ら
し
！   

原
子
力  

明
る
い
未
来
の  

エ
ネ
ル
ギ
ー
！
」の
標
語
に
あ
る
安
全
神
話
は

完
全
に
崩
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、原
発
に
依
存
す
る
政
策
に
戻
す
国
の
動
き
に
は
異
を
唱
え
て
い
き
た
い
。

15
年
経
過
し
た
今
を
こ
こ
に
し
た
た
め
た
い
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
企
画

　   「サマショール遺言  第六章」
　　上映と豊田直己監督のトーク に参加。

原発からの脱却を更に強くした。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
サ
マ
シ
ョ
ー
ル
遺
言 

第
六
章
」を
鑑
賞

福島水素エネルギー研究フィールド / 再生可能エ
ネルギーを利用してクリーンな水素が生産可能
な世界初の水電解装置施設などが並んでいます。

「
福
島
の
原
発
を
忘
れ
な
い
！
」に
参
加“

お
れ
た
ち
の
伝
承
館”

は

　
　
　

原
発
さ
え
な
け
れ
ば
が
随
所
に

飯
舘
村
の「
ま
で
い
に
」

“

心
を
込
め
て

丁
寧
に”

の
言
葉
に
心
底
癒
さ
れ
た　

飯舘村にある古今呂(こころ)の宿のおも
てなしが詰まった手作り弁当とかぼちゃ
畑の完熟プリン。

未来の看板の下、牛が餌の代わりに食べた木と子牛
の亡骸は、ほんとうに涙を誘う。

福島県飯舘村長泥地区あぶくまロ
マンチック街道は、放射線空間線量
は未だ1.350と高い数値を示す。

→

                ふるさとが詰まった汚染土。
   「原発さえなければ」 が、ここにも存在する。

原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
！

原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
！


